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明
学
自
動
車
部
O
B
O
G
会
の
皆
様
へ
　
　
　
(
文
責
　
世
話
人
　
谷
崎
洋
一
郎
)

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
創
刊
号
で
自
動
車
部
の
現
状
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
状
況

を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

3
月
7
日
に
、
O
B
会
有
志
5
名
が
戸
塚
校
舎
に
赴
き
、
学
生
、
大
学
と
の
三
者
会
談

を
行
い
、
今
後
の
進
め
方
は
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
ガ
レ
ー
ジ
内
の
車
両
そ
の
他
廃
棄
物

の
撤
去
作
業
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
の
作
業
は
遅
々
と

し
て
進
ま
ず
、
大
学
学
生
部
長
名
で
、
3
月
末
日
ま
で
に
す
べ
て
を
撤
去
す
る
旨
の

最
後
通
告
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
目
に
見
え
た
改
善
は
果
た
せ
ず
、
大
学
か
ら
今
後
は
O
B
会
に
窓
口
を
一
本

化
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
請
が
あ
り
、
谷
崎
世
話
人
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
4
月
2
2
日
に
O
B
の
2
名
が
赴
い
て
、
タ
イ
ヤ
そ
の
他
の
廃
棄
物
を

コ
ン
テ
ナ
に
運
び
入
れ
ま
し
た
。

5
月
7
日
に
再
度
三
者
会
談
の
上
で
、
残
る
廃
棄
物
を
処
理
す
る
手
順
の
確
認
を
一
つ

一
つ
行
い
、
5
月
3
0
日
ま
で
に
す
べ
て
撤
去
す
る
こ
と
を
確
約
し
、
よ
う
や
く
大
学
側

に
明
け
渡
し
が
完
了
し
ま
し
た
。
大
学
側
か
ら
す
れ
ば
、
昨
年
の
1
2
月
に
体
育
会
を
除

籍
さ
れ
た
段
階
で
、
自
動
車
部
の
存
続
も
難
し
い
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
自
動
車
部
の
今
後
の
取
り
扱
い
は
決
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

学
生
と
し
て
も
、
現
在
の
部
員
は
2
年
生
、
3
年
生
が
1
名
ず
つ
、
4
年
生
が
3
名
の

総
勢
5
名
で
す
か
ら
、
体
育
会
を
除
籍
さ
れ
た
現
状
か
ら
も
、
従
来
の
部
活
動
を
維
持

す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
状
況
で
す
。

さ
は
さ
り
な
が
ら
、
6
8
年
の
歴
史
を
誇
る
自
動
車
部
が
廃
部
と
い
う
事
態
は
で
き
れ

ば
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
任
意
団
体
と
し
て
残
る
可
能
性
も
あ

る
よ
う
な
の
で
、
O
B
会
と
し
て
は
引
き
続
き
大
学
側
と
存
続
に
向
け
て
の
協
議
を
続
け

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
戸
塚
校
舎
の
諸
々
の
整
理
に
要
し
た
費
用
を
O
B

会
で
負
担
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
会
則
上
に
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

会
則
に
追
加
し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
、
O
B
O
G
の
皆
様
の
知
見
、
経
験
、
人
脈
等
々
を
拝
借
い
た
し
た
く
、

是
非
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
2
年
6
月
1
0
日
　
　
世
話
人
会
代
表
　
小
堤
兵
書



令和2年4月16目通知

自動車OB会幹事　谷崎

自動車部ガレージ等々の撤去打ち合わせメモ

"目　時　　令和2年4月1与日14時

場　所　　　横浜校舎ガレージ

出席者　(敬称略)

大学側　横浜学生課課長保高、同課伊藤

学　生　　岩崎、高橋

OB会　　小堤、吉野、小林、谷崎

廃棄物処理業者　(株)マルコ　水本

1 "可及的速やかに、大学側にガレージおよび部室を明け渡すことを確認し行動すること。

2"ガレージ内の車両4台の内、 2台は岩崎の知人に撤去を依頼中。 1台はOB所有でナンバー

プレートと車検証を当人に郵送して廃車手続きを依頼する。その上で撤去する。

以上3台の撤去費用はOB会で負担する。バイク2台も同様とする。

他の1台は学生の栗林の所有であり、本人が責任をもって撤去する。

3 ・オイルについては、岩崎および高橋のバイト先を通して処理(買取を含めて)を依頼中。

4・上記2,3以外の撤去物については(株)マルコに処理を依頼した。出来るだけ早くガレージ内に

コンテナを運び入れ、部室内にある撤去物を含めて収容する。撤去費用は、 OB会が負担する。

与"部室内およびガレージにある私物については、ひとまず部室内に収納し、

まとまった段階で岩崎が持ち出す。

以上です。

②



明学自動車部OBOG会の皆様・ ‥時間がかかりましたが、 ÷旦整理が付きましたので報告します。

世話人:小堤・吉野・小林・谷崎(文責:谷崎)

20.5. 8目記載記事

◎学生課との打ち合わせにより今後の事について情報を入手しましたので、一部ご連絡します。

これからの方向性のポイントをあらためてお伝えします。横浜学生課

※幽. 6. 19現在に於いては全て整理処理できました)

<活動する上での選択肢について>

①任意団体(四者に所属していないが大学公認団体)として継続を希望→顧問教員の就任承諾要

②一般団体(大学末公認団体)として継続を希望→顧問教員の就任不要

③現役部員の意思にもよるが、部員が少なく整備庫のない状況で活動を続けるには経費も

かかってしまうので、活動は継続せず解散し廃部を希望

①の場合は、前提として顧問教員の就任承諾が必須となり、これまでと同様に大学への行事開催や

合宿、援助金申請等、様々な手続きが必要となります。

そして、改めて期日を設けて、今後の活動方針などの書類を作成のうえ、顧問就任承諾書と

ともに学生部に提出していただきます。そのうえで学生部において審査を受け、承認される必

要があります。

②の場合は、顧問教員の就任および大学への各種手続きは不要です。

ただし、オリエンテーション実行協議会が別に定める条件を満たせば、新入生勧誘オリエン

テーションに団体として参加することは可能です。

また、 ①②に限らず、体育会を除籍になったことで競技名を冠した「自動車部」という団体名称

は変更していただく必要があります。

公認・未公認を問わず学生団体として活動を継続する場合には、新たな団体名称を定めるように

してください。

また、お世話になっているOB会へも適宜相談・報告をするように　してください。

その他学内手続きについて不明点があればご相談ください。

★現役学生が今後どのように考え行動するかO B会として確認し支援を含め見守りたいと思います。

世話人二同(原稿の締め切り日が6月20日で寵載)

③



令和　2年度通常総会

日時　令和2年6月吉日

場所　会報誌上(本年度は、コロナ渦のため)

明学　自　動車部O B O G会

令和2年6月20日通信

明学自動車部OBOG会

代表世話人　小堤兵吾

明学自動車部OBOG会　第1期　総会について

初夏の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

平素はひとかたならぬ御愛顧を賜り、ありがとうございます。

さて、新型コロナウイルス感染症の対応に伴い、集会等3密の自粛が求められ

ているところであり、その収束はまだ先が見通せない状況です。

この状況下に於いて、今年度開催予定でありました当、明学自動車部OBOG

会の総会については、会場に出席することを要せず、総会の目的事項である

下記報告事項につきましては、会報誌に掲載させていただきました資料をもって

総会議決報告とさせていただきますので、事情ご賢察のうえ、

何卒ご理解賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

記

総会議決報告1.令和元年度　事業報告の件

収支決算報告の件

2.令和2年度　事業計画の件

収支予算承認の件

3.自動車部車庫整理の件

4.明学自動車部OBOG会会則改正の件

5.その他:新規ご入会の件と賛助協力金の御礼の件

(議決報告事項に異議等がございましたら申し出くださし 以上

※総会用資料としてページが合っていませんが、必要な資料を会報誌に入れております。

※追記:総会議決報告として、コロナの合間を見て8月に蒲田で集まりを予定致しました。小堤

編集者アドレス・EメールSPPn8fx9@fo「k"O �　ー‾音● n・ne"」p � �FaxO48-960-472 �リスオホーム:小堤 

④



(第1号議案)

明学自動車OBOG会

令和元年度　事業報告

日令和元年9月27日

至令和2年5月31日

1.事　業

(1)　策定にあたり数回の会合を設けた(令和2年2月から3月)

設立中間報告(ハガキにて会員にお知らせ)

会報と入会案内及び入会金振替用紙にて案内

令和2年3月に会報誌発行・入会金・賛助金をご案内する

(2)　第1回・総会及び懇親会(令和2年4月予定)
コロナウイルス対策による自粛により夏頃まで延期とする

(3)　親睦会の開催:山中湖集合(令和2年3月予定)
コロナウイルス対策による自粛により延期、再計画とする

(4)　現役自動車部との懇親及び今後の活動支援(令和2年2月から4月)

諸事情で自動車部の今後の活動支援に変更して折衝中

(5)　新年会:渋谷予定(令和2年1月)

現役との打ち合わせで難航し時期を逸失

(6)　現役自動車部との交流

①　横浜校舎での交流会開催　1回

②　現役との懇親会開催　　　1回

自動車部の廃部に伴い整理等で現役と数回の交渉を行う

2.会　議

(1)　第1回通常総会　1回
コロナウイルスによる自粛により開催できず、資料配布報告により承認

(2)　世詩人会　　　　　6回
コロナウイルスによる自粛によるも廃部に伴う活動で数回打ち合わせる

(3)　臨時世詩人会　　　随時

自動車部の廃部に伴う整理などで現役と数回交渉する

◎新OB OG会発足から現役との交流で諸問題が発覚し、その解決に向けて奔走しております。



令和元年度収支決算書 

自令和元年9月27日 

至令和2年5月31日 

(単位:円) 

科目 �決算額 �予算額 �増減 �適用 

前期繰越金 �200,000 �200,000 �0 �運営費(OB会長から) 

賛助金 �548,128 �100,000 �448,128 �振替口座・郵貯(39名) 

入会金 �138タ000 �90,000 �48,000 �案内から30名(46名) 

会　費 �0 �0 �0 � 

雑収入 �0 �0 �0 � 

音 � � � �音 

∴ロ∴∴ロi; � �∴“、’’タ　、, � � 

科目 �決算額 �予算額 �増減 �適用 

総会費 �0 �100,000 �△100,000 �会場費及び懇親会代 

会報費 �52,206 �100,000 �△47,794 �年2回会報印刷代 

交通費 �35,000 �40,000 �△5,000 �世話人の交通費 

福利厚生費 �10,204 �30,000 �△19,796 �忘年会その他行事 

事務費 �42,148 �20,000 �22,148 �消耗品及び郵送代 

雑　費 �50,000 �100,000 �△50,000 �明学車庫廃棄処分代 

次期繰越金 �696,570 �0 �696,570 � 

‾　　　　1 

∴重さ∴亭 � � � � 
¥¥、う　↓¥ �� 

臆 

⑥ 



(第2号議案)

明学自動車部OBOG会

合和2年度　事業計画

自令和2年6月　1日

至令和3年3月31日

1.事　業

(1)　今後の活動方針について数回の会合を設ける(令和2年6月から)

入会金・賛助金・中間報告(会報誌により会員に周知する)

会報誌の作成と記事掲載案内及び近況報告の収集

(2)　第1回の総会及び懇親会開催予定(令和2年8月、蒲田を予定)

(3)　親睦会の開催(令和2年1 0月、山中湖集合予定)

(4)　学生との交流活動・懇親会(令和2年1 2月)

(5)　忘年会(令和2年11月から12月、渋谷を予定)

(6)　その他、世話人が必要と認めた事業

2.会　議

(1)通常総会　　　1回

(2)世話人会　　　　6回

第1回世話人会を6月6日に実施

(3)臨時世話人会　　随時

◎現在もコロナ感染症対策で、活動が不明ですが、落ち着いたところで少しは動くよ∴う∴にします

⑦



令和2年度収支予算書 

自令和2年6月1日 

至令和3年3月31日 

(単位:円) 

菓 

科　目 �本年度予算額 �前年度予算額 �増減 �適用 

前年度繰越金 �696,570 �200,000 �496,570 � 

賛助金 �100,000 �100,000 �0 � 

入会金 �60,000 �90,000 �△30,000 � 

会　費 �0 �0 �0 � 

雑収入 �430 �0 �430 �預金利息 

漢星星星星 � � � � 
1¥、、、ノー、、‥ �¥’¥弓;′∴’∴ヾ: �菓 

∴　∴　　∴ 

喜 �� �� 

科目 �本年度予算額 �前年度予算額 �増減 �適用 

総会費 �100,000 �100,000 �0 �会場費及び懇親会代 

会報費 �100,000 �100,000 �0 �年2回会報印刷代 

交通費 �30,000 �40,000 �△10,000 �世話人の交通費 

福利厚生費 �50,000 �30,000 �20,000 �忘年会その他行事 

事務費 �20,000 �20,000 �0 �消耗品及び郵送代 

雑　費 �160,000 �100,000 �60,000 �明学車庫廃棄処分代 

予備費 �397,000 �0 �397,000 � 

∴亡〕∴∴∴口十一 �¥当、“・’∴“ �、¥、¥¥,、、 � �¥.、、¥¥　　　∴¥∴¥¥∴∴1∴一¥←¥、∴‥∴∴、 

⑧ 



明学自動車部O B O G会　会則 施行:2019年9月27日

2020年5月31日

(名　称)　第1条　本会の名称は「明学自動車部OB・OG会」と称する。

(目　的)　第2条　本会は、会員相互の親睦と交流を図ることを目的とする。

(会　員)　第3条　①本会の会員は、明治学院大学を卒業時に自動車部の部員であった者。

②会員の推薦により世話人会が承認した者。

(入　会)　第4条　　本会への入会は任意とする。

(退　会)　第5条　会員は、次の事項に該当するとき、世話人会の承認により会員の資格を失う。

①死亡した時。但しOBOG名簿には継続して記載する。

②本人又は家族より退会の申し出があったとき。

③本会もしくは、会員の名誉を著しく傷つけ、または損害を与えたとき。

④その他、世話人会が会員として不適当と判断したとき。

(運　営)　第6条　　本会は、代表世話人1名、副代表世話人2名、及び世話人若干名により構成される世話

人会によって運営する。尚、名誉顧問並びに相談役を置くことができる。

(世話人)　第7条　　代表世話人、副代表世話人及び世話人の選任は次の通りとする。

①世話人は、総会で候補者を互選し、決定する。

②代表世話人と副代表世話人は、世話人の互選によって選任する。

③代表世話人、副代表世話人、世話人の任期は2年を1期とし、再任は妨げない。

(世話人会)　第8条　　世話人会は、次の通り会の運営にあたる。

①世話人会は、随時必要に応じて開催するものとする。

②世話人会は、世話人の過半数が出席し、議案は出席者の過半数で決する。

(総　会)　第9条　　総会は、通常総会及び臨時総会とする。通常総会は、毎事業年度終了後4月以内に開催

し、出席会員の過半数で次の事項を決定する。尚、議長は代表世話人が行う。

①事業報告及び事業計頓_ _ _ ②収支決算報告及び収支予算

③世話人会の世話人の承認　　④会則の改廃

(事務局及び所在地)第10条　　本会の事務局及び所在地は代表世話人の住所に置く。

住所: 〒343-0821埼玉県越谷市瓦曽根2-8-28　小堤兵吾〈6 4年度生〉

(事　業)　第11条　　本会は、第2条の目的のため、次の事業を行うこととする。

①会員名簿の作成・管理、及び卒業者への入会促進活動　②会員相互の情報交換・交流会、同好会等

(①会員の健康の増進、福利厚生に関すること　　　④会報誌(明学自動車部だより)の作成・配布

(りその他会が必要と認めたこと、 が出来るものとする

(入会金及び会費等)　第12条　　会員は次の費用を納入するものとする。

①入会金は3,000円とし、入会時納入し、返還はしない　②当面年会費は、徴収しないものとする。

但し、必要が生じた場合は世話人会で協議、了承のもと徴収できるものとする

③会食費など臨時会費として、本会の行事に参加する会員は、その都度納入する

(運営費)　第13条　本会の運営費については、次の通りとする。

①入会金　②臨時会費　　③運営補助費としてOB ・ OGからの賛助金

(運営費の使用基準)　第14条　運営費は、会員全員を対象とした第11条の事業及び現役支援援助等の

用途に使用する。また会員の慶弔関連には支出しない。

(会　計)　　第15条　会計年度は4月1日から翌年3月31日までの1年間とする。

(細　則)　第16条　当会則に記載のない事項については、世話人会の承認により細則を定めることができる。

(会則の改琵)第17条　本会則は、定期総会の承認により改廃することができる。

(附　則)　1.昭和4 9年4月1日制定の明治学院大学体育会自動車部OB会々則を廃止する。

2.本会の設立は、 2 0 1 9年9月2 7日とし本会則を適用する。

2020年5月31日改正をする。 以上

「明学自動車OBOG会世話人体制」 ・代表世話人　小堤兵書〈64年度生〉 ・副代表世話人　小林滋幸〈6 8年度生〉 ・久米　誠〈6 9年度生〉

・世話人　田口由之〈65年度生〉 ・吉野正幸〈66年度生〉 ・谷崎洋一郎〈68年度生〉 ・木村　真〈70年度生〉 ‥名誉顧問　長野祐三〈60年度生〉

⑨
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58 ��遠藤　恵美子 ��(三部) �116-0051 ���卒 �旧名簿から ����その他　小会“賛助金20"6"11日 

騰…裁縫躍:′進績 �� � � �÷表芸:∴∴ �言 � ����日姓(連名) �����状　況 ��� 

59 ��△高尾　桂子　(加藤) ���∴∴∴∵∴ 不日 � � �; 52性土倉弘 ������ �������丁 児戻り � �����������不明戻り 不明戻り ��� 

59 ��△ �松岡　登紀子 �(近藤) 丁子∴三三∴: �パリ在住 ��寸言二三二:∴:;∴ � �△渡匡男 汚羅窒露議論 ����� �������:∴∴:∵;∴∴∴∴∴ 

二∴∴∴:∵∴:∴∴千二二聖∴十∴∴三∴宮水 0宮崎紅子　　　建 �����記入 �二三三二二: �� �� ���� � �����告∵∵∴∴∴∴ 

658-0032 �52 �依田正明　　　　l ��������� ���060-0063 

60 60 ��長野祐三 兼松 �� �入会・賛助 ��240-0026 � � ��ー �雷萎 �� � ���丁半∵∴雪ぎ ���膏∴∴∴∴一一 

401-0501 �ー � �� �彬 � �∴.　∴〈 ��　∵: ∴二子子:ラ ����� 嬉 ��� �戻り ��� ���������永l.∴∴∴三二∵萎 ��� 

/60’ 60 ��△岸田　傑 ��十二:二言∴∴ �不 �� �、/鱈子 � � � �i 」∴ �寄書 ・音・臆′/・音ン � ���� ��� 

△佐藤正彦 ���不 �戻り � �� ���縮 �� ��愛読を務謬婆i 
臆、臆臆臆　臆 ����� ���/三三土山 ��� �鯉　似 ����� � 

60 ��谷口　美次 �� � ��957-0061 �52 �土井　裕 ���,音音.‾二■一一七へくず女` ���������683-0815 

60 ��田辺　毯子 ��(関川) � ��251-0037 �54 �横山　邦彦 ��� ������ ���662-0067 

60 ��渋谷　弥生 ��(加藤) � ��272-0024 �54 �△梁瀬　朝光 ���ノ(久美子) ������不明戻り ��� 

61 ��和田　義- ��(多恵子) �入会〃賛助 ��140-0013 �55 �△田中　和音 ��� ���� ��不明戻り ��� 

61 ��川瀬　功 �� �入会" ��816-0962 �5、5　△谷ケ崎陳雄 ���� �� ����不明戻 ��り � 

‡55 �△西村　豪 ��哲美 � � � �� �不明戻 ���り �漢　　　　　　　　音 
i二二I ���� � �� �������������� 

61 ��大塚　邦彦 ��(美佐子) �入会〃賛助 ��249-0002 � �.- �� �纏饗 ����∴　一　二 �� �� �謬鬱:/∴//霧 

61 ��山田　祥三 �� �入会・賛助 ��141-0021 �56 �田中　正行 ��� ������ ���104-0053 

61 ��小林　孝郎 �� �入会"賛助 ��158-0091 �56 �△瀬々洋司郎 ��� � �����不明戻り ��� 

∴6 � �△吉田　順喬 �� �不 �戻り � �56 �△田辺 ��子 � ��:∴∴∴ト ����イツ在 ��� 

△小木　重男 �� �不 �戻り � �56 �△本懐 �� � �� ����、明戻り ��� 
こ".:亡　、音 � ��不 

61 ��望月　範子 ��(川崎) � ��424-0011 �56 �△清水　玲子 ���∴(:;÷ ��尻) ��稟 ��内セ ��ヾ、 � 

61 ��宮崎　紅子 ��(山口) �入会“賛助 ��658-0032 �57 �石田　廉 ��� ������腰痛で辞退) 二二.二∴一一場∴:∴二∴∴∴ ���213-0034 

62 ��池田邦夫 綿引定房 ���住所変更 ��142-0041 302-0127 �� � �:日月: �一一/∴∴ �� ��’宜 ����� 

62 �����メー �ルタメ ��:∴∴う∴:千言 � ���∴彩 ��写　′.鷲粋 ���� ��∴∴丁子 �讃露盤夕//, 

62 ��高橋　邦嘉 �� �意志拒否 ��185-0033 �57 �t.○○’ ��∴十( ��木 � ��//案 �� � �子∴∴ � ;△山序 �����) ����内セ 

△千葉範雄/ �� �∴∴∴∴鉦“‾∴し ��� � ��子/ �( �� �� ��○　○　- ��� 

62 ���� �タ　　イ-、、戻 ��� �田 �����林) �� ��、明戻 �� 斉藤　潔 �� �入会“ ��124-0024 �58 �△河合 ��志、 � ��不 ����、/明戻り ��� 

62　船田　幸男 ����(南子) �入会〃賛助 ��101-0051 �55 �△更科 �� ���連 ����絡なし戻 ��� 

62 ��柴田　昌弘 �� � ��247-0053 �58 �杉浦　浩司 ���(康江)　入会“賛助 ���������158-0093 

62 ��佐藤　置江子 ��(川上) �メールダメ ��152-0023 �58 �近藤　茂弼 ���l ������ ���110-0001 

6 � �△田中美恵子 ��(梶原) �不明戻り �� �58 �田中　稔 ���l入会"賛助 ���������143-0022 

6 � �△腰塚　忍 ��(森安) �住所不明 ��145-0066 �58 �西沢　利祐 ���菓 ������ ���108-0073 

62 ��古家　泰子 �� � ��103-0014 �58 �加瀬　聖 ���音 ������ ���651-1223 

//6 �3 �△樋田　諌言 �� �不明戻り �� �58 �足木　謙之 ���菓 ������ ���441-1202 

63 ��末村　重昭 �� � ��270-0034 �/58 � ��� � ����� �� � 
十日¥ ����二言子、不 �����“.　場 

;∴′.∴ �∴両面∴∴∴∴ト∴1寸 �∴∴∵:‾二言　士 �∴61 �∵:∴:二二∴∴:∴ �’/ノ/詔 �58 �斉藤　信哉 ���臆 ������ ���153-0051 

63 ��清心詩心「(中畑) ���入会" ��861-8075 58 �△坂井//俊 ��晴//∴ � � �/」∴’不 ����朋戻り∴ ���‾‾‾‾‾臆 

63 ��後藤　光子 ��(駒崎) � ��114-0024 �58 �佐久間　健 ���臆 ������ ���194-0041 

63 ��斉藤　浪子 ��(草野) � ��145-0076 �58 �大西　恒彦 ���入会"賛助 ���������204-0023 

63　近藤　苑子 ����(窪田) � ��194-0001 �58 �設楽　修 ���喜 ������ ���343-0045 

64　三上　勲 ���� � ��053-0807 �58 �福岡　進 ���菓 ������ ���247-0072 

64 ��小堤　兵吾 �� �入会“賛助 ��343-0821 � �綱し言出i∴∴」∴: ��∴二三諦 � ���� �� ���琴′‾・/音 と;∴∴∴∴∴ 、鶏謬物騒; ��‡間簸 � ���� �� �‾　雰タ　メ 

64 64 ��井上　直文 �� �入会"賛助 ��168-0073 �58　小林　志保 ���子 �(夫征而・永眠 ¥i・i-叩「・・-im ����)○○ � � ��翌蓄 警髪多 �146二0091 

中右　秀紀 ���メール修正　191-0041 ���58 �中森　幹 ��夫’ � � �霧謬器 �� ����� 

64 � �△小林英夫 �� �(療養中)、 ������� ����」不明戻り ����� 

64　望月　将一郎 ���� �入会 �賛助 �418-0067 �58 �春山　博通 ���■ ������ ���153-0051 

⑩ 



不在(カナの

入会・賛助 1 45-0065

1 94-0001

415-0014

252-0331

入会"賛助 297-001 6

1 65-0033

1 20-0001

1 53-0063

一部修正

住所変更

849-21 01

173-001 1

住所変更 1 77-0051

電話"E“追 238-031 5

不明戻り

入会“賛助

370-3606

入会"賛助 1 43-0023

兼日　直邦 849-51 31

品田　薫子 945-031 5

作本　律子 920-0942

佐久間千佳子 963-8846

相馬　伸枝 385-0053

西山　雅淑 252-0206

萩原　秀輝 修正再送付

△鈴木　哲朗 住所不明

1 45-0072

松本　由美子 333-0864

△早川　潤 住所不明

梅田　敏明

陶山　恵造

福本　吉保

岩瀬　恒彦

角田　暁生

吉野　正幸

松本　一昭

鈴木　豊 入会“賛助

島田　省治 入会"賛助

入会“賛助

入会“賛助 1 43-0021

遠藤　典子 メールダメ

△大川　英子

近藤　真知子

田中　実

海原　正弘

不明戻り

メール不通

1 45-0063

1 56-0044

入会"賛助 140-001 4

420-0923

田中　成佳 1 08-0075

△坂井　巌 不在(グアム)

筒井　公子 1 68-0065

明石　敏夫 入会“賛助

貞住　文夫 (リハビリ中)

伊藤　邦夫 入会“賛助

紺野　英雄

1 66-0002

850-0057

946-001 1

270-1434

谷崎　洋一郎

竹本　慶三

入会"賛助

入会“賛助

小林　滋幸 入会"賛助

1 54-0001

857-01 33

260-0026

青山　佐恵子



86 �△戸澤亜紀 � �匡明戻り ��78 ��小倉直樹 中村泰行 ��� �� ��299-0251 160-0011 

87 �加藤　正法 � �l �2300001 �78 ����� ��番地不明 住所不明 

87 �△斉藤修- A　◆・・」 � �匡明戻り 杯明戻り � �78　△鳥羽　由理 ����� 

87ノ　△鈴木淳- �� �� �79　木下　隆之　　　　　　住所修正　240-0105 

88 �磯畑　充 � � �154葛0021 �79 ��△茂木　誠 ��� ��不明戻り 

88’吉田直矢 88△櫻井真一郎 　マ �� �修正再送付 �152-0034 �79 ��佐藤　大介 ��� �� ��258-0023 

不明戻り � �79 ��廣政　淳雄 ��� �� ��747-0014 

88 88 �中野秀人 渡辺達哉 .,しこ � � �371-0024 �79 ��△梶山　利治 ��� ��住所不明 �� 

住所再戻り 不明戻り �963-8033 �80 ��杉山　誠 ��� ��会社住所 ��103-0007 88 �△山花誠- △中川英幾 △高橋真樹 � �� �80 ��矢崎　正 ��� ��再送付 ��181-0013 

88 �� �� �80 　妻 ��大塚 �匡 �� ��入会"賛助 ��192-0372 

89 ��漢 �不明戻り � � �/■:,ヌ � �末子∴∴由子髪 ��ル’“ィ/㍍ �五 �� �ノ誓言//∴ノ∴,’’∴.′ 

89/ �△和田昌明 △小林岳史 △山本和弘 � �不明戻り � �80 � �吉田　泰三 ��� �� ��344-0033 

89 �� �不明戻り � �80　△小島/洋之 ����惟 ����所不明 � 

90 �� �不明戻り � �80 ��△新井　隆義　　　　　住所不明/ �������音 

90 90 90 �松下剛 八野岳雄 △高野雅哉 �I 恒額寄付 �入会"賛助 �433-8119 �81 ��△園部　文男 ��犀 ����明戻り � 

279-0023 �81△古橋　修 ���� � � �住所不明 �� 

不明戻り � �81 ��△和井田　高史 �� ��住所不明 ���園 

90 91 �松村誠士 斉藤利幸 � � �761-8015 �81△坂崎　智子 ������ �遠方・不明 �� 

高額寄付 �入会"賛助 �273-0024 �82 � �△高野　豊 �� �� �住 �不明 

91 �△林　　勲 �住所再戻り �� �82 ��△鈴木　映 �� � � �不 �戻り �‾器‾葵菓 

91 91 �△大平　隆史 ��不明戻り � �83 �菊谷　聡 ��� ��アドレス変更 ���233-0003 

△石倉慎太郎 � �不明戻り � �83 � �△駒宮　豊彦 �� ��杯明戻り 住所訂正 ���臆 

91黒澤敦之　　　　i修正再送付 ����731-0112 �83 �関口　秀樹 ��� �����285-0825 

91 �八戸　泰道 �(ヤエ)l入会"賛助 ��854-0072 �83 ��△星野　真也 �� ��不 ��中 戻り/ 

91 92 �野村裕之 坪太- 士 � �修正再送付　465-0026 ��83/ �△石橋　信也 ��� ��� �戻り � 

143-0025 �83 �△野本　真二 ��� ��不明戻り ��� 

92　富田　正道 �� �修正再送付 �253-0054 �83　△箸方健-　雪 ������不 ��戻り �臆 

92 �△西川/深平 � �不明戻り � �83 �△塚本　智 ��� ��,不 ��明戻り/ �臆 

92　松成　善多 �� �修正再送付 �206-0034 �83　△中川　真樹 ���� ��不 ��戻り �菓 

93 93 �吉原歩 柏崎隆英 � � �254-0826 �84 ��△花田　潔 �� ��不 ��戻り �菓 

145-0063 �84 �△西沢　愛輝 ��� ��不 ��戻り �臆 

93　△市原　伸泰 �� �不明戻り � �84 �△小川　敬 ��� ��不明戻り ���臆 

94 �△辻　明仁 � �不明戻り � �84 �平岩　徳久 ��� �� ���332-0017 158-0082 

94 95 95 95 96 �上平幸代 金子敏徳 相原一郎 大垣善永 末吉仁 臆二,ヽ音・ � � �256-0815 �85 �大久保　学 ��� �� 

再住所送付 �921-8035 �85 �国谷　芳宏 ��� �� ���736-0085 

250-0045 �85 �児玉　昌三 ��� �� ���335-0003 

328-0011 �86 �△荒川　浩一 ��� ��不 ��戻り �臆 

新住所発送 �272-0035 �8や �△笹瀬　俊輔 ��� ��不 ��戻り・′ �臆 

96 �△中田　成昭 � �住所不明 � �86 �△高橋紀美夫 ��� ��宛所なし ���臆 
’96 11JC 12JC �△黒崎良 中村哲史 加藤諒 � �不明戻り � �86　△松田聡 ���� � �不 ��戻り �臆 

判明"投函 �350「333 �86　△岡崎　雅弘 ���� ��不明戻り ���臆 

判明"投函 �216-0041 �86 �/△山中　直人 ��� ��不明戻り ���臆 

86 �△岡村　隆史 ��� ��不明戻り・ ���富国易‾宴i‾回書 

86 �小野　朋子 ��� �����222-0012 

ノ※明学 �自動車部OBOG会名簿"20.06,10現在のデ」タ ����86　△小出　美奈 ���� ��不明戻り! ���臆 
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学
連

2

0た　ど
ス○　○

Jヽ

で
し

⑬

省
文
・
会
報
誌
の
返
信

用
紙
に
寸
評
を
書
い
て
い
た

だ
い
た
内
容
及
び
メ
ー
ル
に
い
た
だ
い

た
感
想
等
少
々
略
し
て
転
記
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点
か
ら
氏
名
等

を
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
靖
塁
彊
彊
煎
、
話
に
出
る
で
し
ょ
う
が
、
何
を
し
て
い
た

』
の
、
拒
、
」
疑
問
で
す
。

ま
す
。
※
と
の
反
省
文
要
約

☆
2
0
2
0
・
4
・
1
1
日

体
育
会
と
し
て
の
自
動
車
部
に
誇
り
を

持
づ
者
と
し
て
納
得
の
で
き
る
解
答
が

メ
ー
ル
問
合
せ
に
対
し
て
の
返
事

特
謹
告
入
し
ま
す
○

こ
轟
結
露
謙
塁
蛙

で
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
士

◎
2
0
2
0
・
4
・
1
5
日

ガ
レ
ー
ジ
等
の
撤
去
打
合
せ
メ
モ

1
.
速
や
か
に
部
室
を
明
け
渡
す
事
。

2
.
車
4
台
の
う
ち
、
2
台
は
個
人
的
に

撤
去
、
1
台
は
O
B
所
有
な
の
で
ナ
ン

バ
ー
と
車
検
証
を
郵
送
し
処
理
、
バ
イ

ク
2
台
も
個
人
処
理
と
し
、
費
用
は
O

B
会
負
担
と
す
る
。
残
り
の
1
台
は
本

人
が
責
任
を
も
っ
て
撤
去
と
な
る
。

3
.
オ
イ
ル
の
処
理
は
知
人
経
由
で
撤
去
。

4
.
そ
の
他
の
産
廃
は
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ

業
者
で
処
分
、
費
用
は
O
B
会
負
担
。

5
.
そ
の
他
私
物
等
も
ま
と
め
個
人
処
分
。

※
皆
さ
ん
が
集
ま
り
打
合
わ
せ
た
。
以
上

★
2
0
2
0
・
4
・
1
5
日

個
人
の
反
省
文
貰
っ
た
の
で
要
約
。

自
動
車
部
現
役
及
び
O
B
の
皆
様
・
関
係

者
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
大
変
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
一
連
の
責
任
は
私
、
個
人
で
あ
り

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
深
く
お
詫
び
い
た

☆
2
0
2
0
・
3
・
2
6
日

各
方
面
の
方
か
ら
の
ご
意
見

て
の
感
想
内
容
メ
ー
ル
に
て

先
日
、
現
役
と
の
会
合
で
、
事
は

き
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
部
員

注

く
部
活
が
こ
こ
1
0
数
年
行
わ

く
、
学
連
を
退
会
し
、
部
車
も
全

軸

蕎
明
す
べ
く
懸
命
に
行
っ
て
い
ま
す
。

又
」
会
報
に
全
て
を
掲
載
し
ま
す
。
)

㌃
2
〇
.
3
.
1
9
日

会
報
誌
の
返
信
ハ
ガ
キ
に

善
行
事
、
総
会
等
に
参
加
で
す
。

臆、

措
縦
醜
鵜
彊
盤

こ
こ
2
0
年
O
B
も
現
役
と
の
交
流
を

せ
ず
、
把
握
し
て
な
い
、
又
、
名
簿
も
無

い
様
で
は
組
織
と
し
て
、
O
B
会
の

し
か
な
い
の
で
は
と
思
慮
い
た
し
ま

☆
2
0
2
0
・
3
・
2
4
日
　
へ
薫

会
報
誌
の
返
信
ハ
ガ
キ
よ
り

敢
ゝ

犠

今
回
の
件
、
1
5
年
前
か
ら
と
の
事
で
す

諾
整
彊
露
醇

毎
等
維
持
轟
琵
竃
、

3

・

1

9

日

立
会
い
の
後
の
感
想
に
て

車
部
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
戸
塚
に
行
き
、
現
状
を
知
る

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

B
会
に
委
ね
た
様
で
す

ず
、
後
始
末
が
終
わ
っ
た

事
は
世
話
人
会
で
検
討
が
必

㊧
明
学
自
動
車
部
・
会
報
編
集
者
と
し
て

色
々
の
情
報
を
集
め
何
が
正
し
い
の

か
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
決
し
て

犯
人
捜
し
を
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
辺
を
ど
う
か
ご
理

解
い
た
だ
き
た
く
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

㊧
事
の
始
ま
り
は
、
自
動
車
部
の
会
則
が

古
い
も
の
で
機
能
し
て
な
い
こ
と
が

分
か
り
、
改
め
て
O
B
の
親
睦
会
と
し

て
会
則
を
変
更
し
、
世
話
人
会
と
し
て

O
B
O
G
会
の
親
睦
を
新
た
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

㊧
以
前
か
ら
自
動
車
部
は
存
続
し
て
い

る
の
か
ど
う
か
と
の
疑
問
に
、
現
役
に

会
い
に
行
っ
た
の
が
一
つ
の
転
機
と

な
り
ま
し
た
。
4
名
が
辛
う
じ
て
活
動

を
し
て
お
り
ま
し
た
。
存
続
し
て
い
る

こ
と
が
大
変
う
れ
し
く
、
安
堵
の
気
持

ち
で
そ
の
場
を
去
り
ま
し
た
。

※
　
(
こ
の
辺
は
創
刊
号
に
も
掲
載
)

よ
う
か
と
の
忠
告
。

部
卓
は
い
つ
か
ら
個
人
名
義
か
?

学
校
法
人
名
義
で
無
く
な
っ
た
?

の
動
き
も
調
査
回
答
あ
り

を
退
会
に
な
っ
た
理
由
?

一
輔
弼
諜
蕪
㌢

★
座
礁
O
B
会
と
の
繋
が
り
は
?

の
期
間
と
繋
が
り
は
?

雷
露
の
活
動
拠
点
は
?

㊧
年
が
明
け
て
か
ら
の
事
で
す
が
、
世

話
人
会
に
知
ら
せ
が
あ
り
、
2
~
3
年

前
か
ら
体
育
会
と
し
て
の
自
動
車
部

の
継
続
が
難
し
い
旨
の
話
が
舞
い
込

ん
で
き
ま
し
た
。
ど
う
も
今
の
現
役
の

3
人
が
一
生
懸
命
抵
抗
し
て
い
た
よ

う
で
し
た
が
、
方
法
・
手
段
が
分
ら
ず

自
棄
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
し
た
。
又
、
何
処
に
も
相
談
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
、
今
と
な
っ
て
は
大
変

か
わ
い
そ
う
な
環
境
の
様
で
す
。
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自
動
車
部
　
O
B
会
　
世
話
人
の
方
々
。

(
※
過
去
の
い
き
さ
つ
の
顛
末
と
し
て
作
成
す
る
)

元
O
B
会
長
の
久
米
で
す
。
い
ろ
い
ろ
戸
塚
ガ
レ
ー
ジ

の
廃
棄
の
事
や
自
動
車
部
解
体
の
こ
と
で
の
学
生
部
や

現
役
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
ら
ご
苦
労
様
で
す
。

1
月
に
大
動
脈
癌
の
手
術
を
行
い
退
院
は
し
て
い
た
の

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
後
遺
症
や
薬
の
副
作
用
で
体
調
が

良
く
な
く
、
ま
し
て
リ
ハ
ビ
リ
で
楽
し
み
に
し
て
い
た

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
リ
ー
グ
戦
や
県
体

予
選
が
開
催
さ
れ
ず
、
若
手
、
シ
ニ
ア
の
2
チ
ー
ム
の

選
手
兼
任
監
督
で
あ
り
地
元
の
リ
ー
グ
戦
の
リ
ー
グ
長

と
し
て
、
早
く
復
帰
し
た
い
。
幸
い
集
中
治
療
室
で
頑

張
れ
ば
ま
た
ボ
ー
ル
が
持
て
る
、
と
思
っ
て
い
た
の
が

残
念
な
こ
と
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
禁
止
の
前
に
は
何

と
も
で
き
な
い
の
で
す
。

す
み
ま
せ
ん
自
分
の
こ
と
で
、
　
小
堤
先
輩
か
ら
の

メ
ー
ル
で
斉
藤
先
輩
よ
り
自
動
車
部
が
廃
部
さ
れ
る
こ

と
に
関
し
て
、
そ
の
顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
と

の
こ
と
で
、
私
に
も
そ
の
経
緯
を
穏
便
に
知
ら
せ
る
よ

ぅ
に
と
の
こ
と
で
し
た
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
O
B
会

と
し
て
現
役
に
は
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら

O
B
全
体
の
責
任
だ
と
い
う
よ
う
な
ま
と
め
に
す
る
よ

う
な
内
容
で
し
た
。

し
か
し
今
新
体
制
の
O
B
会
を
ま
と
め
よ
う
と
し
て

い
る
方
々
は
何
も
し
な
か
っ
た
と
自
覚
さ
れ
る
の
で
し

ょ
ぅ
が
、
少
な
く
と
も
私
た
ち
の
6
9
年
度
か
ら
下
の

年
代
は
、
私
が
6
6
年
度
の
小
幡
先
輩
か
ら
幹
事
長
、

会
長
を
引
き
継
ぎ
の
後
7
0
年
度
の
木
村
君
に
長
い
間

会
計
を
お
願
い
し
そ
の
後
7
8
年
度
中
村
君
に
会
計
が

移
動
し
長
い
間
現
役
の
面
倒
を
見
て
き
た
こ
と
は
事
実

で
あ
り
ま
す
。
今
回
戸
塚
の
廃
棄
の
件
も
だ
れ
か
先

輩
の
皆
さ
ん
一
人
く
ら
い
覚
え
て
い
な
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
が
、
ぎ
○
∽
年
現
役
か
ら
ガ
レ
ー
ジ
の
周
辺
が
あ

ま
り
に
も
汚
い
廃
棄
物
や
使
用
し
な
い
古
い
車
体
な
ど

が
散
乱
し
速
や
か
に
処
分
す
る
よ
う
に
と
学
生
部
か
ら

強
い
指
導
が
あ
り
、
困
っ
た
現
役
か
ら
の
要
請
に
よ
り

O
B
会
か
ら
現
役
へ
の
援
助
金
と
い
う
名
目
で
O
B
会

費
か
ら
小
幡
会
長
名
で
持
ち
阿
り
幹
事
会
を
開
き
使
用

し
た
の
で
す
。
　
そ
の
折
に
今
後
ガ
レ
ー
ジ
の
使
用
に

関
し
て
の
管
理
規
定
な
ど
を
整
備
し
、
し
っ
か
り
部
活

動
に
専
念
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
折
に
撮
っ
た
写
真
を
添
付
し
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
込
む
写
真
と
最
後
の
き
れ
い
な
ガ
レ
ー
ジ
の
写
真

以
外
は
上
下
組
で
上
が
当
時
の
現
状
、
下
が
清
掃
後
の

写
真
で
す
よ
く
見
て
も
ら
う
と
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

m
器
の
年
に
横
浜
校
舎
が
完
成
し
、
そ
の
後
数
年
後
に
北

グ
ラ
が
移
転
し
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
　
こ
の
l
回

目
の
廃
棄
問
題
は
∞
〇
年
代
後
半
と
①
〇
年
代
の
部
員
た

ち
の
だ
ら
し
な
い
部
活
動
の
結
果
で
す
。
ま
だ
監
督
、

コ
ー
チ
は
機
能
し
て
い
る
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、
や
は

り
遠
隔
地
な
の
で
監
督
以
下
も
な
か
な
か
指
導
に
行
け

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
1
7
年
前
に

同
じ
よ
う
に
学
生
部
に
誤
り
に
行
っ
て
現
役
怒
っ
て
指

導
し
て
結
果
そ
の
後
2
年
後
学
連
を
脱
退
し
た
様
で
し

た
が
、
O
B
の
先
輩
方
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
そ
の
辺
か
ら
自
動
車
部
現
役
に
は
O
B
会
長
と
し
て

一
度
だ
け
『
a
O
①
b
8
k
に
て
連
絡
し
た
の
み
で
そ
の
後
は

連
絡
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
　
今
に
な
っ
て
み
れ
ば
O
B

名
簿
の
管
理
に
つ
い
て
も
今
苦
労
さ
れ
て
い
る
の
も
私

の
責
任
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
併
せ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

や
っ
と
体
調
も
回
復
し
物
置
か
ら
古
い
写
真
資
料
引

き
ず
り
だ
し
て
き
ま
し
た
、
良
く
持
っ
て
い
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
新
O
B
会
が
進
ん
で
い
く
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

N
e
8
年
4
月
1
5
日
メ
ー
ル
に
て
6
9
年
度
久
米
誠



※この様に写真で比べると、ゴミ 

の山は少ない様に感じました。 
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下の黄色は個人車で個人引き取り処分・前にあるシルノヾ-の車が問題で、今は名古屋に住んで居るらしいが? 
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●
2
0
2
0
・
4
・
1
6
日
　
　
　
へ
∴
∴
↓

後
輩
の
O
B
指
導
者
が
、
キ
チ
ッ
と
伝
統

を
受
け
継
い
で
い
て
呉
れ
て
い
一
る
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
現

役
と
の
辞
離
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
の

で
す
ネ
。
残
念
乍
ら
、
ご
案
内
の
様
な
内
∴

容
ま
で
事
が
進
ん
で
い
る
の
な
ら
遅
ぎ
ー
一

に
失
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
我
々
一
人
一

人
の
責
任
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。

●
2
〇
.
2
0
・
4
・
1
3
日

O
B
会
費
の
件
伺
い
ま
し
た
。
私
の
所
に

も
送
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

っ
い
で
の
折
に
郵
便
局
の
O
B
会
費
振

込
用
紙
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
4
・
9
日

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
重

l
く
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
学
は
開
い
て
い
る
の
で
、
延
ば
し
延
ば

し
で
喧
剛
に
進
み
ま
せ
ん
。

撃
露
耗
弱
塁
窯
を
付

、　　¥

葛

、

¥

 

¥

、

　

¥

∴

一∴∴∵

●
2
、
 
0
2
0
∴
÷
す
日

今
後
の
や
り
取
り
は
私
た
ち
の
方
で
一

本
化
し
て
欲
し
い
と
¥
の
)
¥
さ
で
¥
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
日
程
調
整
、
の
上
汁
渡
し

計
画
に
つ
い
て
ご
塙
談
し
¥
た
一
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
i
一
¥

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

が
、
何
卒
検
討
を
お
願
い

●
2
0
2
0
・
4
・
7
日

●
2
0
2
0
・
4
・
l
l
日

こ
の
度
は
お
手
紙
を
頂
き
ま
し
て
、
大
変

恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
部

O
B
会
の
再
建
ま
で
取
り
組
ん
で
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

実
は
私
自
身
の
住
所
も
現
在
は
変
わ
っ

て
お
り
ま
し
て
長
崎
県
諌
早
市
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
変
更
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
そ
れ
と
頂
き
ま
し
た
リ
ス
ト
の

中
で
、
私
が
把
握
し
て
い
る
方
々
の
住
所

を
、
わ
か
る
範
囲
だ
け
で
す
が
、
報
告
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
自

動
車
部
だ
よ
り
等
の
郵
送
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

業
者
現
地
調
査
の
際
に
、
廃
棄
す
る
も
の

と
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
明
確
に
す
る
よ

ぅ
に
頼
み
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
私
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
2
0
2
0
・
4
・
3
日

コ
ロ
ナ
に
お
び
え
つ
つ
1
5
目
行
き
ま

す
。
オ
イ
ル
類
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な

ど
に
お
願
い
す
る
の
が
良
い
。

●
2
0
2
0
・
4
・
3
日

部
の
後
始
末
、
ご
苦
労
様
、
こ
の
時
期
う

っ
り
た
く
な
い
の
で
ご
免
、
関
係
後
輩
O

B
会
へ
の
入
会
等
?
取
り
敢
え
ず
。

●
2
0
2
0
・
4
・
3
日

整
備
庫
の
明
け
渡
し
の
前
に
産
業
廃
棄

物
業
者
に
現
地
調
査
し
て
も
ら
う
日
時

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
ご
都
合
の
つ
く
方
は
、
4
月
1

5
日
(
水
曜
日
)
午
後
2
時
に
現
地
集
合

で
す
。
戸
塚
駅
か
ら
バ
ス
で
行
か
れ
る
場

合
は
戸
塚
駅
地
上
改
札
口
に
1
時
集
合

と
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
2
0
2
0
・
4
・
l
日

今
後
は
O
B
会
を
窓
口
と
し
て
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
連
絡
を
取
り
合
っ
て
進
め
て
参

り
、
ま
す
の
で
、
今
週
中
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
て
ご
報
告
出
来
る
よ
う
に
い
た

し
琵
和
讃
瑚
彊
雰
い
た

●
2
0
2
0
/
子
)
　
/
 
4
・
〉
1
日

計
動
軍
部
学
生
に
つ
い
て
の
発
言
。

謹
輩
状
況
に

・
ま
っ
た
く
動
い
て
い
な
い
。
¥

‥
擢
彊
繋
∵

塁
祭
整
課
難
磐

で
自
動
車
整
備
庫
の
明
け
渡
し
に
¥
つ
、
い
、

③
い
つ
ま
で
に
撤
去
で
き
る
の
か
学
生

か
ら
も
お
願
い
す
る
こ
と
。

④
O
B
会
に
連
絡
を
取
り
、
①
~
③
を
伝

え
、
今
後
の
窓
口
と
し
て
O
B
会
に
対
応

い
た
だ
く
こ
と
。

「
今
後
の
窓
口
は
O
B
会
と
す
る
の
で
、

学
生
の
意
見
が
あ
れ
ば
O
B
会
に
伝
え

る
こ
と
。
学
生
部
は
O
B
会
か
ら
話
を
聞

く
。
」
と
伝
え
ま
し
た
。

誤
り
等
が
あ
れ
ば
ご
指
摘
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
B
に
て
業
者
に
依
頼
を
し
て
、
金
銭
面

の
負
担
等
も
あ
わ
せ
て
O
B
会
に
ご
対

応
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

取
引
を
し
て
い
る
業
者
に
は
自
動
車
部

O
B
会
か
ら
連
絡
が
入
る
事
は
伝
え
て

い
ま
す
。
直
接
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
マ
ル
コ

②
す
ぐ
に
整
備
庫
を
撤
去
す
る
段
取
灯

、
、

を
と
る
こ
と
。

(

　

)

期
日
は
早
い
時
期
に
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
車
両
の
入
構
等
は
事
前
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
一
報
い
た
だ
い
た
際
に

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
お
い
て
入
構
禁
止

等
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
対
応
に
つ

い
て
ご
相
談
申
し
上
げ
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
3
1
日

¥
体
育
会
か
ら
の
除
籍
と
解
散
命
令
と
い

六
書
も
虻
を
目
に
し
て
大
変
シ
ョ
ッ
ク

¥
在
受
け
ま
し
た
。

襲
撃
彊
黒
聞
い
て
お
り

○



⑰

私
は
、
胸
を
張
っ
て
伝
統
を
継
承
で
き
た

な
ど
と
は
決
し
て
言
え
な
い
年
代
で
す
。

諸
先
輩
方
に
謝
罪
し
な
け
れ
ぼ
い
け
な

い
の
は
我
々
の
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

十
①
8
年
当
時
も
部
員
集
め
に
苦
労
し
、
部
」

員
が
辞
め
な
い
よ
う
に
繋
ぎ
と
め
る
こ

と
に
苦
労
し
、
な
に
よ
り
、
私
が
一
度
は
/

自
動
車
部
を
辞
め
た
身
な
の
で
、
ア
メ
と

ム
チ
の
ア
メ
を
多
め
に
与
え
て
部
を
維

持
し
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

冷
静
に
考
え
れ
ば
、
現
在
の
大
学
生
が
自

動
車
部
を
維
持
で
き
な
い
こ
と
も
理
解

の
範
囲
内
で
す
。

し
か
し
、
私
の
大
学
時
代
に
色
を
与
え
て

く
れ
た
の
は
自
動
車
部
で
し
た
。

自
動
車
部
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
今

の
私
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

さ
さ
や
か
な
賛
助
金
は
N
〇
.
m
器
　
へ
の
謝

罪
と
感
謝
の
つ
も
り
で
す
。
ご
笑
納
く
だ

さ
い
ま
せ
。
(
学
連
登
録
ナ
ン
バ
ー
か
)

●
2
0
2
0
・
3
・
3
1
日

振
替
受
払
通
知
票
w
①
b
照
会
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
　
以
下
の
お
取
り
扱
い
の
振

替
受
払
通
知
票
が
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク

ト
で
照
会
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
3
0
日

こ
の
2
週
間
ほ
ど
、
精
神
的
に
不
安
定
な

状
態
と
な
り
携
帯
電
話
か
ら
離
れ
た
生

活
を
送
っ
て
い
た
た
め
、
ご
連
絡
が
遅
く

な
り
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ガ
レ
ー
ジ
及
び
部
室
の
撤
去
に
つ
い
て

部
員
た
ち
と
引
き
続
き
準
備
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

騒
動
に
伴
っ
て
学
校
に
入
構
出
来
な
い

状
駅
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

京
町
別
件
で
活
動
費
の
返
還
に
も
追
わ

れ
て
い
へ
た
た
め
、
期
日
通
り
の
撤
去
は
困

難
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
一

明
日
、
部
員
と
共
に
横
浜
学
生
課
に
赴
い

盤
謹
輩
一

●
2
0
2
0
・
3
・
2
9
甘
　
I
¥

羅
鵜
雛
轟
彊
誤
躾
磐

契
約
し
て
、
月
に
何
回
か
来
て
い
る
は
ず

で
す
。
こ
の
前
学
校
に
行
っ
た
際
に
、
ク

ラ
ブ
の
横
に
業
者
の
ゴ
ミ
の
コ
ン
テ
ナ

が
置
い
て
あ
っ
た
?

学
校
に
確
認
し
、
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と

は
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?

も
ち
ろ
ん
お
金
は
こ
ち
ら
持
ち
で
、
通
常

の
ご
み
処
理
は
、
学
校
で
は
ど
う
し
て
い

る
か
聞
い
て
み
る
の
も
一
考
か
と
思
っ

て
メ
ー
ル
し
ま
し
た
。

●
2
0
2
0
・
3
・
2
9
日

横
浜
校
舎
の
部
室
及
び
ガ
レ
ー
ジ
等
々

の
撤
去
を
3
月
末
期
限
で
通
告
を
受
け

て
い
ま
す
。
是
非
と
も
O
B
会
に
は
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
。

途
中
経
過
を
必
ず
知
ら
せ
る
よ
う
に
念

押
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
学
生
か
ら
の
連

絡
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
「
明
日
(
∽
月
∽
十
日
)
ま
で
に

何
ら
か
の
連
絡
が
な
い
場
合
に
は
、
O
B

会
と
し
て
強
制
的
に
ガ
レ
ー
ジ
等
々
の

撤
去
を
実
行
す
る
」
と
最
後
通
告
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
2
7
目

先
ほ
ど
、
大
学
援
助
金
は
返
金
さ
れ
た
、

と
の
こ
と
で
、
ひ
と
ま
ず
安
堵
し
ま
し
た
。

ま
た
、
横
浜
校
舎
の
明
け
渡
し
は
学
生

に
任
せ
ら
れ
な
い
の
で
、
是
非
O
B
会
の

ご
協
力
を
願
い
た
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

相
〉
談
し
ま
し
て
来
月
以
降
で
業
者
の
手

配
を
含
め
て
我
々
で
動
こ
う
、
と
い
う
こ

持
薬
持
し
て
、
今
月
末
に
は

最
後
通
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

牡
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
2
-
0
 
/
2
¥
 
9
3
・
(
2
7
日

整
備
庫
の
問
題
と
は
別
で
す
が
、
情
報
の

共
有
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

1
.
大
学
援
助
金
の
使
途
報
告
書
未
提
出

期
限
ま
で
に
提
出
が
な
か
一
っ
た
団
体
に
/

対
し
、
自
動
車
部
か
ら
は
メ
ー
ル
に
何
も

反
応
が
な
か
っ
た
。
自
動
車
部
に
は
今
年

度
、
大
学
援
助
金
が
支
給
さ
れ
て
亘
る
。

特
に
反
応
が
な
い
た
め
話
し
た
。
周
年
行
∴

事
は
実
施
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
千
-

た。

㌦

2
.
大
学
援
助
金
通
常
分
の
使
途
報
告
書

提
出
。
通
常
分
の
使
途
報
告
書
、
お
よ
び

領
収
書
が
提
出
さ
れ
た
。

3
.
周
年
行
事
分
の
援
助
金
が
返
金
で
き

ず。4
.
援
助
金
を
返
金
す
る
予
定
だ
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
た
か
?

援
助
金
の
件
は
援
助
金
だ
け
の
問
題
と

し
て
、
部
の
件
と
は
別
個
に
考
え
て
対
応

し
た
い
が
、
こ
こ
に
き
て
ま
た
問
題
が
起

き
る
と
ま
ず
い
の
で
な
い
か
?

返
金
を
受
取
っ
て
領
収
書
お
渡
し
す
る
。

お
待
ち
し
て
い
る
の
で
お
願
い
し
た
い
。

●
2
0
2
0
・
3
・
2
6
日

色
々
ご
手
配
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
動
車
部
の
件
、
各
先
輩
の
お
怒
り
も
わ

か
り
ま
す
が
、
先
日
現
役
と
の
会
合
で

私
と
し
て
は
や
む
な
き
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
部
員
が
少
な
く
ま
と
も
な
活
動
が

こ
こ
1
0
数
年
行
わ
れ
て
い
た
と
は
思

え
な
い
事
。

学
連
を
退
会
し
そ
の
引
き
継
ぎ
も
ま
と

も
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

部
車
も
全
て
部
員
個
人
の
も
の
を
使
用
。

各
人
が
自
動
車
を
持
つ
今
の
実
情
と
辞

離
し
部
の
存
続
の
魅
力
が
薄
く
な
っ
て

きた。室
量
詩
誌
難
語
彊

露
堅
補
綴
華
し
て
い
な
い



⑱

あ
る
年
代
か
ら
名
前
も
辿
れ
な
い
の
で

は
部
と
し
て
は
お
か
し
い
と
思
/
い
ま
す
。

こ
れ
が
現
実
で
は
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
か

ら
は
O
B
会
の
充
実
し
か
な
い
の
で

と
思
慮
い
た
し
ま
す
。
以
上

●
2
0
2
0
・
3
・
2
4
日
　
　
　
　
　
」
へ
一

入
金
を
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
良
か

っ
た
で
す
ね
。

ど
う
し
て
も
8
0
年
度
以
降
の
O
B
は

不
明
者
多
く
、
入
金
も
少
な
く
思
い
ま
す
。

本
日
、
郵
便
で
添
付
7
「
ぎ
.
∽
自
動
車
部

調
査
願
」
を
印
刷
郵
送
で
添
付
「
ぎ
.
∽
修

正
自
動
車
部
O
B
会
名
簿
・
新
作
業
」
　
の

右
端
の
人
、
約
1
5
名
に
出
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
2
4
日

ご
返
事
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
佐
倉
で
す
か
。
私
は
千
葉
市
役
所
の

近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。
又
の
機
会
に
お

会
い
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

●
2
0
2
0
・
3
・
2
3
日

2
3
日
現
在
の
名
簿
の
戻
り
で
す
。
修
正

お
願
い
し
ま
す
。

2
0
4
件
投
函
し
て
、
色
を
付
け
ま
し
た

が
3
6
件
の
戻
り
で
す
。

礼
状
で
も
お
願
い
し
ま
す
。

※
戻
り
が
ぁ
り
ま
し
た
年
代
の
方
は
住

所
不
明
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

電
話
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
両
名
か

と
思
い
ま
す
?

各
項
目
に
エ
ク
セ
ル
の
指
定
を
入
れ
な

い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
?

ご
連
絡
に
て
失
礼
い
た
し
ま
す
。

}
●
i
I
2
0
2
0
・
3
・
2
3
日

、
色
々
ご
手
配
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

6
 
)
　
6
 
、
年
度
生
の
住
所
が
不
明
と
の
事
、
会

社
に
確
認
し
ー
た
と
こ
ろ
本
人
も
元
気
だ

そ
少
で
す
。

愛
知
県
豊
川
市
¥
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
2
0
/
2
ひ
・
、
 
3
言
え
十
日

磐
豊
詣
賂
塁
○

鍔
霧
器
蕎
寵

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
l
/
∵
　
」
ノ
(
　
㌧

廃
部
の
報
せ
を
聞
い
て
寂
し
い
張
り
/
で
/

す
が
、
最
後
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
9
日

振
替
受
払
通
知
票
w
①
b
照
会
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
取
り
扱
い
の
振
替
受
払
通
知
票
が
ゆ

う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト
で
照
会
可
能
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
9
日

会
報
が
届
き
、
懐
か
し
く
写
真
を
拝
見
い

た
し
ま
し
た
。

本
日
、
O
B
O
G
会
の
口
座
へ
ぎ
.
8
〇
円
(
入

会
金
∽
.
8
〇
円
十
協
賛
金
書
べ
.
8
〇
円
)

を
振
込
み
ま
し
た
。

同
封
さ
れ
て
い
た
振
込
額
∽
)
8
〇
円
と
記

載
さ
れ
て
い
る
赤
・
青
の
用
紙
で
す
が
、

使
用
方
法
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
引
き
続
き
自
動
車
部
の
情
報
を
教
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
9
日

い
つ
も
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
客
さ
ま
の
口
座
へ
入
金
が
ご
ざ

い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
9
日

よ
う
や
く
具
体
的
な
進
め
方
を
定
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
ご
理
解

の
お
か
げ
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
だ
一
、
今
ま
で
の
学
生
た
ち
の
考
え
方
と

行
動
を
思
え
ば
、
最
終
的
に
大
学
側
に
明

け
渡
す
ま
で
は
油
断
が
な
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
乱
を
光
ら
せ
て
参
り
ま
す
。

/

　

　

)

●
2
型
名
0
∴
3
・
1
9
自

明
学
自
動
車
部
便
り
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
の
活
動
が
分
か
る
貴
重
な
小

誌
と
感
心
し
ま
し
た
。

先
日
は
ご
苦
労
様
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
戸
塚
校
舎
に
行
つ
ノ
た
と
き
、

車
庫
の
散
ら
か
し
よ
う
は
常
軌
を
逸
し

た
状
況
で
し
た
。
カ
ラ
ス
が
と
ー
か
言
い
訳

を
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
追
放
の
決
断
が

出
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ぶ

結
果
的
に
後
始
末
の
経
費
を
O
B
会
が

尻
ぬ
ぐ
い
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
よ
う
で
す
ね
。
突
燃
表
れ
た
格
好
の
O

B
会
に
お
鉢
を
回
し
た
格
好
で
す
ね
。

愛
好
会
(
?
)
な
ど
へ
の
再
申
請
の
必
要

性
は
よ
ほ
ど
O
B
の
管
理
下
に
置
か
な

い
限
り
、
今
の
状
況
で
は
事
故
に
繋
が
り

か
ね
ず
と
て
も
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

後
始
末
が
終
わ
っ
た
ら
今
後
の
事
は
世

話
人
会
で
ご
検
討
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
9
日

き
き
年
∽
月
∽
十
日
(
火
)
ま
で
に
以
下
の

3
施
設
を
明
け
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

①
横
浜
校
舎
　
自
動
車
整
備
庫

②
白
金
校
舎
　
パ
レ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
地
下

1
階
サ
ー
ク
ル
ル
ー
ム
B
○
○
心

③
横
浜
校
舎
　
『
館
　
自
動
車
部
部
室

●
2
0
2
0
・
3
・
1
8
日

結
論
を
出
し
ま
し
た
の
で
、
以
下
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
基
本
は
、
大
学
と
学

生
と
の
関
係
で
、
O
B
会
は
仲
介
の
立

場
で
す
。

3
月
末
日
ま
で
に
ガ
レ
ー
ジ
等
々
の
撤

去
を
行
う
。
た
だ
し
大
学
は
3
月
末
日
に

-
は
こ
だ
わ
ら
な
い
、
と
の
こ
と
。

撤
去
費
用
は
、
O
B
会
が
負
担
す
る
。

そ
れ
を
受
け
て
学
生
自
身
が
撤
去
、
廃
車

〉
　
等
々
の
手
配
を
行
う
。

垂
し
た
が
っ
て
3
月
2
7
日
か
2
8
日
の

∴
作
業
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

/

一



⑲

●
2
0
2
0
・
3
・
1
8
日
　
二
一

こ
の
た
び
は
、
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
ヤ
ク
ト
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
モ
っ
ご

ざ
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
お
手
続
き
い
た

だ
き
ま
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
′
の
i
登
録

が
完
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
　
今
後
は
、
ご
登
録
い
た
;

だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
8
日

郵
便
物
到
着
し
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
日
振
り
込

み
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
8
日

こ
の
た
び
は
、
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
か
ら
ご
請
求
い
た

だ
き
ま
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
の

た
め
の
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お

送
り
し
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
7
日

世
話
人
の
皆
様
・
運
営
費
振
り
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

封
筒
2
0
4
通
も
本
日
投
函
し
ま
し
た

の
で
、
賛
助
金
等
集
ま
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
W
E
B
紹
介
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

費
用
の
捻
出
は
大
丈
夫
で
す
。

退
去
の
為
の
費
用
も
そ
の
当
日
現
金
で

支
払
え
る
よ
う
に
用
意
し
ま
す
の
で
、
処

分
業
者
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

廃
車
に
つ
い
て
も
、
処
分
に
難
し
さ
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
役
所
等
確
認
し
て
出
来

一
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

奇
麗
に
し
て
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
お
金
を
用
意
し
て
現
地

に
行
き
ま
す
サ

●
2
 
、
、
 
0
2
¥
0
・
3
∴
1
6
日

現
状
を
現
役
の
学
生
に
任
せ
て
い
た
ら
、

い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
お
い
。

O
B
会
に
動
l
い
¥
で
い
た
だ
き
懸
案
を
解

決
し
て
い
た
だ
を
た
い
、
l
事
こ
こ
に
至
れ

ば
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
セ
思
い
ま
す
。

明
日
か
ら
諸
々
の
手
配
を
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
改
め
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
月
の
2
7
日
か
2
8
日
に
横
浜

校
舎
に
行
き
、
予
定
に
し
て
い
ま
す
つ

●
2
0
2
0
・
3
・
1
6
日

体
育
会
を
1
2
月
末
の
総
会
で
除
名
に

な
っ
た
自
動
車
部
は
体
育
会
を
離
れ
る

こ
と
、
使
用
し
て
い
た
整
備
庫
を
手
放
す

こ
と
、
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
具
体
策
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

体
育
会
の
加
盟
を
認
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
」
と
認
定
さ
れ
た
と
き
に
、
自
動

車
部
の
現
役
は
「
我
々
が
悪
か
っ
た
の
で

す
が
…
」
　
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
部
O
B
会
が
寄
付
を
募
っ
て
い

る
と
い
う
お
話
も
伺
っ
て
お
り
、
大
変
あ

り
が
た
い
の
で
す
が
、
整
備
庫
の
引
渡
し

に
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
か
か
る
か
、
見
積

も
り
業
者
の
手
配
を
お
願
い
し
て
、

現
状
を
打
破
す
る
に
は
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
お
願
い
す
る
し
か
な
い
と
感
じ
ま

.
す
。
何
ヶ
月
も
前
か
ら
続
け
て
い
る
。

●
2
0
2
〇
.
・
3
・
1
6
日

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

内
容
の
確
認
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
改
め
て

ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
4
日

タ
ッ
ク
シ
ー
ル
は
7
件
修
正
し
、
3
回
発

送
で
き
る
分
を
印
刷
し
1
5
~
1
6
日

に
ゴ
ー
パ
ッ
ク
な
ど
で
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
下
記
は
エ
ク
セ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ

ツ
、
ク
ス
を
外
し
た
も
の
を
出
来
次
第
お

ー
器
罷
鵜
を
記
入
し
て
い
ま
す

が
、
不
都
合
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
又
、
I
∵
会
員
の
、
リ
ス
¥
ト
を
ほ
と
ん
ど
の

は
が
き
ソ
ー
フ
ト
や
メ
十
ル
ツ
ノ
ブ
ト
で
呼

び
込
め
る
C
S
千
と
い
う
プ
ア
、
イ
ル
形
式

に
し
た
も
の
も
添
付
し
ま
し
た
の
∴
で
¥
ご

て
く
だ
さ
い
。
封
筒
は
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ま

完
成
。
今
回
封
筒
に
同
封
す
る
「
払
込
取

扱
票
用
紙
」
に
金
額
以
外
を
印
字
と
思
い

サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
エ
ク
セ
ル

で
微
妙
に
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
文
字
等

修
正
あ
れ
ば
至
急
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
3
日

自
動
車
部
部
員
か
ら
、
任
意
団
体
と
し
て

残
っ
た
場
合
の
活
動
目
的
等
を
ま
と
め

た
書
類
の
一
部
と
、
整
備
庫
明
け
渡
し
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
不
足
し
て
い
る
項
目
が
多
数
あ
る
状

況
で
す
が
、
整
備
庫
を
明
け
渡
す
費
用
の

業
者
作
成
見
積
も
り
の
提
出
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

参
照
く
だ
さ
い
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
4
日
一

世
話
人
の
皆
様
・
会
報
誌
・
封
筒

納
品
に
な
り
ま
し
た
。

会
報
誌
の
1
4
頁
か
ら
の
部
分
、
大
幅
に

削
除
し
ま
し
た
の
で
、
後
で
ご
覧
に
な
っ

玖

●
2
0
2
0
・
3
・
1
0
日

学
習
院
や
東
洋
大
学
な
ど
も
同
様
に
撤

去
を
求
め
ら
れ
て
活
動
出
来
て
い
な
い

と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
厳
し
い
状
況

は
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

慶
応
義
塾
大
学
の
車
検
付
き
部
車
に
つ

き
ま
し
て
は
全
て
学
校
法
人
の
名
義
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
マ
ス
コ
ッ
ト
カ
ー

以
外
の
税
金
や
車
検
費
用
は
全
て
自
動

車
部
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

逆
に
個
人
所
有
の
車
は
部
活
動
で
は
使

、
措
辞
語
ら
い
つ
で
も
歓
迎

致
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。



⑳

鵠
華
酢
誹
紅

絹
羅
謹
磐
窄

大
学
名
義
の
車
両
は
一
台
も
あ
り
ま
せ

ん
。
仕
方
な
く
移
動
車
両
は
個
人
車
又
は
、

レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

競
技
車
両
は
全
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

が
無
い
の
で
こ
の
問
題
と
は
別
に
考
え

て
い
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
0
日

学
習
院
大
学
自
動
車
部
の
状
況
。

ナ
ン
バ
ー
登
録
の
あ
る
部
車
は
あ
り
ま

せ
ん
。
税
金
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
毎
年
4
月
に
開
催

す
る
O
B
会
の
総
会
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
現
役
部
員
と
O
B
が
疎
遠
と
な
る

こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
1
0
日

明
治
の
当
部
の
現
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
部
車
に
関
し
て
の
名
義
は
大
学
で
あ

り
、
又
そ
の
部
車
に
掛
る
諸
費
用
は
全
て

税
金
を
含
め
て
部
に
て
賄
っ
て
い
ま
す
。

又
車
庫
等
も
大
学
内
の
敷
地
に
あ
り
、
そ

れ
に
必
要
な
備
品
類
は
全
て
部
に
て
調

達
し
ま
す
。

当
部
も
現
役
の
人
数
が
少
な
く
、
部
員
の

み
で
は
部
を
維
持
す
る
事
が
難
し
い
為

に
、
O
B
会
及
び
大
学
を
通
し
て
の
援
助

(
O
B
の
有
志
が
大
学
に
援
助
金
し
て
、

自
動
車
部
の
み
使
用
し
て
も
ら
う
シ
ス

テ
ム
。
)
何
し
ろ
我
々
の
時
代
と
違
い
部

一
を
存
続
さ
せ
て
い
く
の
は
大
変
み
た
い

ーです。
一
、
●
之
0
2
0
・
3
・
1
0
日

他
大
学
の
状
況
に
つ
い
て
、
専
修
大
学

か
ら
っ
確
認
l
「
ま
し
た
、
学
校
名
義
で

免
税
に
な
っ
て
い
一
る
。

●
2
q
2
、
い
・
雪
9
市
一

現
役
の
学
生
と
忌
悼
な
ぐ
話
し
合
い
が

で
き
た
こ
と
は
有
意
義
、
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
一
方
で
今
後
に
一
-
つ
い
て
は
厳
し
い
状

況
だ
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
二
へ

O
B
会
と
し
て
現
役
と
の
情
報
共
有
を

羅
豊
里
塁
彊
護

は
、
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
勺

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
3
・
0
7
日

昨
日
、
横
浜
校
舎
に
O
B
5
名
が
赴
い
て

現
役
学
生
と
の
会
合
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
際
に
学
生
課
ご
同
席
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
会
を
除
籍
さ
れ
た
こ
と
、
自
動
車
部

自
体
の
解
散
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
確
認
を
し
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
い
た
し
ま
し
た
。

大
学
側
か
ら
は
、
横
浜
校
舎
に
あ
る
自
動

車
部
の
ガ
レ
ー
ジ
、
車
、
備
品
の
撤
去
は

速
や
か
に
行
っ
て
欲
し
い
。

そ
の
上
で
任
意
団
体
と
し
て
残
す
か
ど

う
か
審
議
し
ま
す
。
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
結
果
を
待
っ
て
更
に
O
B
会
と
し

て
対
応
を
協
議
い
た
し
ま
す
。

O
B
会
と
し
て
は
、
撤
去
費
用
を
学
生
で

負
担
す
る
ご
と
は
無
理
が
あ
る
。
一
方
で

O
B
会
と
し
て
援
助
で
き
る
か
ど
う
か

即
答
で
き
な
い
が
、
学
生
か
ら
強
い
要
請

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
、
と
話
し
ま
し
た
。

大
学
側
に
O
B
会
と
し
て
の
嘆
願
書
を

提
出
さ
れ
る
こ
と
も
ご
検
討
下
さ
い
、
と

の
学
生
課
か
ら
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

●
2
0
2
0
・
2
・
2
9
日

自
動
車
部
O
B
会
か
ら
の
件
で
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
大
学
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
よ

予
で
す
。
÷

学
生
部
は
じ
め
大
学
も
開
催
を
巡
っ
て

謹
誹
器
彊
轟

た
だ
三
の
間
に
学
生
は
じ
め
周
辺
取
材

を
し
ま
し
た
上
こ
ー
う
、
自
動
車
部
現
役
生

の
怠
慢
性
が
廃
園
で
判
断
が
下
さ
れ
た

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
書
、
会
計
報
告
書
の
未
提
出
、
/

な
ど
体
育
会
加
盟
サ
ー
ク
ル
の
責
務
を

果
た
し
て
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
、

こ
れ
で
は
O
B
会
が
い
く
ら
責
任
を
持

っ
て
指
導
す
る
と
言
っ
て
も
、
現
役
学
生

か
ら
の
活
動
指
針
が
出
さ
れ
な
い
と
な

か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

改
善
点
を
探
り
な
が
ら
自
動
車
部
の
発

展
の
為
に
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
2
・
1
6
日

【
自
動
車
部
】
　
の
今
後
に
つ
い
て

去
る
2
月
1
3
日
に
、
自
動
車
部
の
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま

した。
結
果
、
ガ
レ
ー
ジ
を
使
用
し
た
活
動
は
認

め
ず
、
体
育
会
自
動
車
部
と
し
て
は
事
実

上
の
解
散
を
命
じ
ら
れ
る
形
と
な
り
ま

した。
ガ
レ
ー
ジ
退
去
、
明
け
渡
し
を
す
る
際
に

部
車
及
び
備
品
を
整
理
す
る
運
び
と
な

り
、
現
在
産
廃
業
者
等
に
見
積
り
を
取
っ

て
い
ま
す
。

概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
よ
そ
2
0
万

円
か
か
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

私
た
ち
と
近
い
世
代
の
O
B
の
方
々
か

ら
の
資
金
援
助
に
つ
い
て
は
既
に
不
可

能
で
あ
る
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
役
部
員
の
間
で
も
明
け
渡
し
方

法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
現
状
と

な
り
ま
す
。

現
役
自
動
車
部
で
の
近
況
と
な
り
ま
す
。

●
2
0
2
0
・
4
・
1
6
日

」
 
O
B
会
の
活
動
に
期
待
、
応
援
さ
れ
て
入

会
、
賛
助
金
を
い
た
だ
い
た
お
礼
に
全
員

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
記
事
の
一
部
に

や
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
世
話
人



明学・自動車部腿・00 (52年一68年度)の方　　　　　平成23年3月5日(案内)

自動車部00 ・今回企画の幹事役(64年度)小堤　兵書(65歳)

(第1回)明学自動車部腿・00 「元気会」の開催ご案内

春寒しだいに緩むころ、突然のお便りですが皆様お変わりなくお元気でお過ごしの事と

存じ上げます`又、日頃よりご無沙汰いたしておりますが、明学の卒業生の集まり

(同窓会・白金会・支部の集まり)等に出て懇親を深めております。

そこで、我々、自動車部の集まりが有っても良いのではと思い今回の企画となりました。

60歳を超え現役を退いた方の懇親として、あの青春を過ごした思い出の「山中湖」に

て「羽田親蔵さん」 「雅子さん」を囲み、皆様と「温泉・飲み会・散簾」で癒しのひとと

きを過ごしたくご案内申しあげる次第です。 (各年度でのお集まりもしているようですが)

元気な内に体の動く時にお会いでさればと思い「元気会」と致しましたので、多数の方の

ご参加をお待ち申し上げます。尚、名簿以外の方にもお誘いいただき、又、奥様ご同伴で

ご家族的なお付合いが出来ればと思います。

● 「元気会」開催日時:平成23年5月7日(土曜日)13 :00山中湖「湖粕覿集合●

●懇親散策コース, 「湖北寮」に集合して「大平山」中年がコース「花の都公園」を散策e

●癒し懇親コース　散策後18 : 00一「山中湖温泉・紅富士の湯」にて入浴・懇親飲み会●

●二次会の団欒、温泉で体を癒し21駒へ「湖北寮」で二次会(持ち込み)を行います㊨

◎費用負担はお一人1万円を徴収(解散時各コースにて精算返却予定) ◎

●(集まる方の自由裁量で決めて行きたいと思います)●

07日の夕方からのご参加でも対応可能です。返信ハガキにご予定をお書きください○

○尚、参加人数と氏名・住所・連絡先もお忘れなく、 3月19日迄にご投函願います○

○名簿以外の方へご案内の罰旨示も承ります又、追加修正等のご連絡お願い致します〇

十元気会」幹事の、堤)連絡先等(自宅)越谷市瓦曽根2-8-躯(2階)　電話048-96㌻2173:

⑪

☆
平
成
2
3
年
5
月
7
日
・
山
中
湖
湖
北
寮
に
O
B
2
3
名
集
ま
る
。
思
い
出
の
2
日
間
を
過
ご
し
た
元
気
会
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世話人・小林　作成撥シ2020. 06. 06 打合せ　議題ア_および

A 「自動車部だより」関連

・基本発行間隔

A:目標1月　7月の年2回、

その他臨時および随時案内状など

・遠方、地方OBの発行方針

A:地方など区別せず基本的に全員に出す。

・ OB夫婦の一方が亡くなった場合の対応方針

A:一方の方がOB.OGの場合出す。ただし夫婦の

片方がOB,OGの資格がない場合は、停止する

・基本編集方針、内容

A:会費未納者にはお願いとして、振込用紙

(青色振込用紙)を同封する ◎6月6日の世話入会時のメンバーです。
・当面現状報告として、その後

A:現状報告、思い出など寄稿文、近況報告、写真借用、 5年間隔位で原稿依頼をする

B OB総会他　集会について

・今後の行事などの予定

A:コロナにもよるが20年8月末から9月初旬にかけて蒲田あたりで予定、案内状7月末発送予定

・ OB会を開く場合の内容

A:事前検討中のスケジュール案で運用　土曜、日曜日の午後1 3時の予定

C OB名簿　関連

・データベースは県レベルから管理にするか

A:集計などで必要であり、原本の名簿は都道府県レベルより保存する

・個人情報の扱い方針の確定

・ OB相互の連絡手段として　了承のもと開示の必要性検討

A:個人情報を尊重し、トラブル防止の為出さない。問い合わせについては幹事が回答する。

また検討課題として、 OB総会で住所、電話、メールなど記載の名簿発行の可否を問うこととする

・不明者は引き続き調査する。

A:小林が既知OB各位の協力を得て引き続き調査する

D　現役とのかかわりあい

・同好会など再チャレンジするのか(参照学生部メール)

A:再度学生の意見、意向を聴取し世話人会で検討、対応

・片付けの現状(谷崎)　A:6/1 (月)バイク、コンプレッサー、発電機処分、

車両3台は残り9目(火)業者との立ち合い同席予定
・補助金の原資は集まるか、また支給の必要性

A:基本的に活動費の補助はしない。自主的かつ活発な

活動の様子により検討の可能性も残す
一連の問題解決の折には食事会などを催す

巴　その他の議題

・現役　新4年:岩崎君、栗林君、 3年:萩原君、

2年:高橋さん

◎2 0 2 0年3月7日打合せ時の現役学生の写真です⇒

⑳



●明学自動車部OBOG会　合和2年度通常総会　次第　　　(会報誌に添付) 
日時・:令和2年8月23日(日)12時一16時　場所:蒲田二千」エイト(報告会)(懇親会) 

式 �時　　間 �内　　　　　　　　容 �予　定 �(予　定) 

通. 常 総 会 報 告 の 部 �12:20へ12:50 �<報告会>　ニューエイト　蒲田　(20.6.18予約済) �30分 �司会:谷崎世話人 

※(受付は12:00一とする)　(昼食・飲食付・30名前後で予約済) � � 

1.開会　の　こ　と　ば �1分 �司会: 

2.開会の辞 �2分 �小林世話人 
(現在の会員数165名・本日の出席者(　　)・委任状確認) � � 

3.代表世話人挨拶 �3分 �小堤代表 
4.議長選出　(議長)　会則により代表世話人 �1分 �司会→小堤指名 
5.議　事 � �議長 

第1号議案　令和元年度　事業報告の件 �2分 �田口世話人 
収支決算報告の件 �2分 �吉野世話人 

第2号議案　令和2年度　事業計画の件 �2分 �小林世話人 
収支予算承認の件 �2分 �久米世話人 

第3号議案　自動車部車庫整理に関する件 �2分 �谷崎世話人 
第4号議案　会則改正に関する件 �2分 �小林世話人 

(議長退席) 
6.質疑応答:異議等がございましたらお申し出ください。 �1分 �司会→ 

7.OBOG会入会の件と賛助協力金の御礼の件 �2分 �司会: 

8.名誉顧問挨拶　　　　　長野祐三様 �7分 �司会-→長野様 
9.報　告　会　閉　会　の　ことば �1分 �長野名誉顧問 

写 真 �12:50へ13:00 �<記念写真撮影(ステージに移動して並び終えたら即)> �10分 �木村世話人誘導 ●▼ 
<報告会途中のご出席者もお見えになったら会場へ> 

懇 親 会 の 部 �13:00へ16:00 �<懇親会>　蒲田ニューエイト・地下1階 �180分 �司会:田口世話人 

1.ご来賓紹介・　ご来賓代表者挨拶 �し �※(○○) 
2.乾杯発声　　3.現役学生参加有無 �か �※(○○) 
★テーブル席食パーティー �↓ヽ � 

世話人挨拶・役割紹介(軽く一言)・等 �者 �※(○○) 
★参加者のカラオケ・タイム �お �司会:吉野世話人 
選曲の上ステージに上がる �ま �※(○○) 

か � 

※中締め　　　15時40分頃　(ご参加者~) �せ �※(○○) 

他 �12:00へ12:20 �<世話人昼食>　地下1階　ニューエイト � �(事務局) 
(会食用お弁当用意有) 

そ の 他 �①会場設営(ニューエイト蒲田)　テーブル配置(店側でコの字型に配置)マイ ��ク・看板・受付完備 

◎ �ニューエイトでお土産を用意して貰う(参加人数により会場にて用意) 

②備品準備(事 �務局)　●参加者のネームプレート(胸用)・(予備).● �受付用名簿 
●受付資料・会報誌(予備分)◎お土産代・会場費用意　　☆(入会金振込の方は3千円徴収) 

③世話人集合　12時00分・地下1階ロビー　　　★(入会金未納の方は6 ��千円徴収) 
④受付開始 �12時00分一地下1階ロビー　　◎世話人は12時00分から昼食をはさみ会場にて対応 

注 �⑤ご来賓(基本的にOBOGです)出席予定　　※会報誌掲載ご案内により出 ��欠ハガキ投函。 
意 事 項 �報告会より �※領収書入用の方は申し出てください(会の発行) 

∴∴∴∴∴∴∴音_,一言{一、一一十_~二〇_一∴)∵∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴{{{∴二二∴二〇二∴∴∴∴∴.た∴∴∴∴ふ∴∴∴∴ "∴,・臆 　写真撮影より　※報告会催行の時の写真等次回の会報誌に掲載する。 

懇親会より　　　　※多数のご参加をお持ち致しております。蒲田は安全な街です。 
/※明学64年度生の関与経営しているお店で十分なるソーシャルディスタンス対応済みです。 
⑥事務局:通常総会報告が可能になりましので、会報誌に掲載してお知らせと致します。 

2020.6.20日作成 

※報告会資料として、この式次第を事前にお配りいたします。開催日には会報誌を持参してください。 

⑳ 



●令和2年度通常総会　報告会(報告の部・懇親会 ����� 

目　時: ��� � �享子∴〔∴誉∴∴一∵∴:∴∵∴.∴∴∴:∴.¥∴　　　　　　∴∴∵言下∴千∴子だ: 

霧/頻離饗　繁務雛嬢務、イ　ン, 

翳顎鬱駿鬱　翳照薩謬 
菓臆漢 

-・′音音●○○●音〇一一・・音- 

開催場所 ※(12、 ��� �′灘’藻　　　・ぐ’.賀髭溌淡彩:高説/鱒玖翰一∴ �∴一∴∴∴∴÷　∴ ′」//」云易, 

住所:東京都大田区蒲田5丁目44-14　TELO3-3736-7070 

合ですので昼食抜きでお集まりくださいo席に食事も用意しましたoお酒は1時一) 

※ �●ヽ○○　∴、 ���蘭 暴露 塑豊 �12時一報告会 13時一懇親会 JR蒲田駅下車 二二二東口に下りて右側 に曲がり・歩道を歩 き・環八通り方面 に約3分の・はま寿 司の隣の隣です。 黄色い看板有り. 懇親会は3時間です。 

繁務 二一要で義一一二三芸= ��園 牲 新造 、」_臆つJ 丁子∴∴・ロ 　メ・辛み 　∴∴ ∴千∴†:: ト:∴ 

:∴●音 早島壷 

埋ま「““教戒霜重富“‾「こき __i 

:千千. ����暑気払い兼ね・会の負担も有 

鞘 醸 �閲読講読 �へ二へ二こニューエイト・蒲田 ビル地下1階 会費:入会者3千円 未入会者:6千円 【内3千円は入会金に充当します】 8月1日迄にe切手を貼って 
ーiく㌦十七(‾商「¥∴…言 

謝辞 賀・一言l �‾‾一中一-「こ_　申1くら、 　　　一・〇・　ぜb 　　子。‥　も 

「　　　　重器 で上も 

ご出欠を左の返信用はがき(個人保護付)にご話人の上・ 

投函してください。尚、欠席の方は(委任状)の提出をお願い申し上げます÷世話人 

◎皆様のご参加を心よりお待ち申し上げますo初のOBOG会として色々の事をご報告させていただきます小堤 

頭　　　　　　　　　韻菓臆臆臆臆臆 

⑳



※これからも会報を継続したいと刷 ���������、ますの/ �で、/ 

近況報告と 　　千言∴ ���か掲 �載記事をいただきたくお尉 ������¥’ 

申し上げま �す/( ��事務局ペまEメー) ����レでも可)′ 

・会報誌掲載 ��� � � � ��� �会) 記 �事 ��内容等・(日 ���学0 

基本的に文字は転記します読みやすい字でお願い。 

◎個人保言シール代わりの袋とじ応用葉書です 

・ ・ ・か　る　く　糊　付　け　し　て　く　だ　さ　い・ ・ ‥ ・

※こち ���らのハガキになる内側にはご ���������連絡事項等 
÷∴.∴∴∴ ���� ���、もの ��をお ら �澤きくだ ゝ、ま ���ごさい。 

した ←　お脚　し　す。 

・投稿 �� � ���� �を も �/お お ��ください。 ¥ぐださい。/ 
記’ �お書きの ����∴日一二_ ’口 

い致します。 切手代63円負担 �����です ��が宜しくお願/ 

・ ‥か　る　く　糊　付　け　し　て　く　だ　さ　い・ ・・ ‥

・こちらは　上　下　に　キリ　ト　リ　ご　使　用　く　だ　さ　い・・こちらは　上　下　に　キリ　ト　リ　ご　使　用　く　だ　さ　い・ ・

※これから会報も継続したいと思いますので、 

近況報告とか掲載記事をいただきたくお願い 

申し上げます。(事務局へはEメールでも可) 

・明学OB集まりの企画内容等の報告用紙・ 

基本的に文字は転記します読みやすい字でお願い。 

◎個人保護シール代わりの袋とじ応用　書です 

… ・か　る　く　糊　付　け　し　て　く　だ　さ　い・‥ ・ ・

※こちらのハガキになる内側にはご連絡事項等 

表には表現出来ないものをお書きください。 

※住所変更等もありましたらお願いします。 

※その他Eメールアドレス等をお教えください。 

※投稿記事等お書きの場合にもお使いください。 

★ゆうちょ銀行へのお振込み口座 

10370-94745751(青い振替用紙にて) 

明学自動車OBOG会 

☆他の金融機関から【店名】038 

【店番】038【普通】【口座】9474575 

明学自動車OBOG会 

eこの特殊ハガキは切手代63円貼って投函です 

・かる　く　糊付け　して　く　ださ　い　…‥　　　　⑰　　　　‥・かる　く　糊付け　して　く　ださ　い

⇒
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POST CARD

63円切手

を貼って

投函して

ください

343-0821

(受取人)

埼玉県越谷市瓦曽根2-8-2 8

小　堤　方

明学自動車部OBOG会

事務局行

(差出人)〒 

事務局への田AXでもE勅でもお受 �ナしています。 

EAXこ048-960-4725(リスオ �・一ム内) 

Eメール:卸間皿8技の⑦範膿k.oc皿.ne. �堕(小損), 

◎8月23日:12時からの報告会参加　鉦 

ご参加有無を○印の上ご返送してください。 

ご参加　欠席 ��言 �� �●∴ �)’ 

● �第1期通常総会報口 �にご ���の方は �� 

委任状としてご記入の ��ご返 ��信お願い致します ��� 

私は本総会の議決権を ��∴世話人に ���� 

委任致します　令和2年　月　日　㊥・ 

( �名前は差出人にて) ��� 

○会 �報誌の良かった語事 �内容等お聞かせください 
/(※部車の名称を �教えください) ���� 

このカードをご記入いただき、裏面内側に寵事等の投稿 

を宜しくお願い致します。尚、寵事・作品等お返し出来 

ませんが何卒よろしくお願い申し上げますこ　事務局 

63円切手

を貼って

投函して

ください

343-0821

(受取人)

埼玉県越谷市瓦曽根2-8-2 8

小　堤　方

明学自動車部OBOG会

事務局行

(差出人)〒 

☆各種のお問合せにご活用ください☆ 

事務局への電話でもEメ刊でもお受けしています。 

TEL:048置960-4721(リスオホーム内) 

Eメル:,S地理8最0のめ血・Om・ne五聖(小堤) 

会員OBOGの方にお知らせ 

ご入会・賛助金は何時でも受け付けますのでお気軽 

に宜しくお願い致します　会報誌作成と世話人会等 

の諸費用に使わせていただきます 

(裏面内側に不明点等の質問も託載可能) 

その他ご意見等ご自由にお書きください　会報作成 

に活用させていただきたく宜しくお願い致します 

(裏面内側に総会決議内容の質疑も可能)・ 

各種鰭事の記事報告をいただき　会　に　させてい 

ただきたく皆蟻にお願い申し上げます　明　OB会 

編集担当(小提);SPPn8技9@foIkocn.nejp(迄) 
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